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本稿は，2021年８月22日から９月18日まで行われた鹿児島県指宿市成川遺跡の第４次2021年発掘調査の成果速報である．新たに
７基の墓（再葬墓：１基　土壙墓：６基）と古墳時代後期の祭祀跡が検出された．
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１．はじめに
成川遺跡（なりかわいせき）は，薩摩半島南端部，鹿児島県指宿市山川成川に所在する．弥生時代中期から古墳時代に

かけての埋葬遺跡である．また，南九州の弥生・古墳時代土器様式である「成川式土器」の標式遺跡として知られる．
成川遺跡は，1957年から1985年までに実施された３回の発掘調査（第１次～第３次調査）によって，300体を超える人

骨に加え，おびただしい数の鉄製の刀や剣，土器などが見つかっている（河口ほか，1958；田村編，1974；鹿児島県教育
委員会，1983）．墓は大半を土壙墓が占めているが，立石を伴う土壙墓（立石土壙墓）は薩摩半島南端地域に特有の在地
の墓制として注目されてきた．出土した鉄器は，剣，刀，鏃などほとんどが武器類で，装身具は見あたらない．鉄器のほ
とんどが個別の墓壙に副葬されず，墓前の地面に突き立てられたり，散在状態で墓域全体から出土する．蛇行剣や異形鉄
器など，特異な遺物も出土している．土器は，弥生時代中期の須久式，山ノ口式および古墳時代の成川式土器であり，墓
域全体から検出される．埋葬にあたって，特別な取り扱いをした例はなく，成川集団の階層分化が進んでいないことを示
していると考えられてきた．

南九州の古墳時代人については，形質に地域差が認められ，内陸部の集団は本土の縄文人的特徴を色濃く残し，宮崎平
野部は高顔・高身長と渡来人による遺伝的影響が及んでいるとされてきた．薩摩半島南端にある成川遺跡の人骨の形質は
短頭・低顔・低身長を示し，本土集団とではなく，南西諸島の先史時代人と共通する特徴を多く持つと指摘されている（内
藤，1985）．南九州の人類史を解明する上で，この古墳時代の南九州内に認められる形質差は何によるのか，興味が持た
れてきた．解明の鍵になる成川遺跡から出土した人骨は保存状態が悪く，形質の再検証や最先端の DNA 分析が行える状
態のものは存在していない．生活誌の研究なども行われていない．

そのため，南九州の人類史を解明する上で，解明の一つの鍵になる成川遺跡から保存のよい人骨の検出を目指し，竹中
正巳らは，2019年から成川遺跡の発掘調査（第４次調査）を開始した．2019年発掘の調査成果としては，遺跡の範囲が南
に広がること，２基の古墳時代の土壙墓を検出できたこと，多数の土器片と鉄器５本を確認できたことが挙げられる（竹
中ほか，2020）．2019-1号墓は，人骨の保存状態はよくないが，再葬の可能性も考えられる．2019-2号墓人骨（女性・壮年）
の脳頭蓋は過短頭であることが確認できた．

2020年発掘の調査成果としては，立石，板石堆積群，土器や鉄器，中でも鉄製三葉環頭柄頭を検出（2020-1号墓 墓壙上）
できたこと，４基の古墳時代の土壙墓を検出できたことが挙げられる（竹中ほか，2021）．2020-1号墓は再葬墓であり，
人骨（男性・熟年）の保存状態は比較的良い．成川遺跡で確実に再葬墓と断定できる初めての例である．2020-2号墓人骨

（女性・壮年）の脳頭蓋は，やはり過短頭であった．
われわれは，2021年８月から９月にかけて成川遺跡を再調査した．本稿は，この成川遺跡第４次2021年発掘調査の成果
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速報である．

２．調査成果
第４次2021年調査は，2021年８月22日から９月18日まで行われた．2020年調査時の７トレンチを掘り下げる調査である

（図１･ ２）．2020年調査終了時の状態に７トレンチを復元し，掘り進めた．
新たに７基の墓（再葬墓：１基　土壙墓：６基）と古墳時代後期の祭祀跡を検出できた（図３･ ４）．墓は重層的に造

られている．墓壙内に，副葬品は遺存していない．今後，埋葬人骨の C14年代測定を行い，墓の造られた年代を解明した
い．また，今回検出した下層の墓のレベルには弥生中期から後期の土器が認められる．弥生時代の墓である可能性も十分
考えられる．2021-1号墓人骨の保存状態は比較的よい（図５）．調査区の北東側からは，墓前祭祀を行った土器を埋めた
土壙が検出された（図６）．土壙内には，古墳時代後期の須恵器（高坏）などが納められていた．板石堆積群についても，
広がりが確認できた．

３．おわりに
成川遺跡を営んだ人々は，立石土壙墓という特徴的な埋葬文化を少なくとも数百年持ち続けていた可能性があること

が，2021年調査からわかる．この南九州の南端の成川の地を，数世代以上にわたって墓地とした成川の人々はどのような
人々で，どのように特色ある埋葬文化を形成したのであろうか．過去の成川遺跡の発掘調査成果などとの比較を通し，成
川遺跡を営んだ人々の実態解明に努めたい．
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図１　成川遺跡遠景　

図２　成川遺跡第４次2021年発掘調査区（7トレンチ）
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図３　立石周辺の土壙墓、祭祀土壙および板石堆積群出土状況（成川遺跡2021年発掘調査７トレンチ）

図４　立石周辺の土壙墓群検出状況（成川遺跡2021年発掘調査７トレンチ）
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図５　成川遺跡2021-1号墓人骨（女性 ･壮年）出土状況

図６　墓前祭祀跡（古墳時代後期）




